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子会社の異動に関するお知らせ 

 

                        記 

 

 当社は、当社で管理運営している投資事業組合を子会社として連結の範囲に含めることといたしましたので、

お知らせいたします。 

 

1． 異動理由 
 

平成 18 年９月８日付「投資事業組合に対する支配力基準及び影響力基準の適用に関する実務上の取扱い」

（企業会計基準委員会 平成 18 年９月８日 実務対応報告第 20 号）について監査法人と協議した結果、当社

で管理運営する投資事業組合はその支配力が大きいと判断されたため、全ての投資事業組合を新規に連結の範

囲に含めることといたしました。 

 

２.連結の対象となる投資事業組合の概要 

   連結子会社数 28 組合 

   

名称 
出資金 
（百万円） 

議決権の所有又は
被所有割合（％）

（連結子会社）   

フューチャー二号投資事業有限責任組合 1,000 10.0

フューチャー三号投資事業有限責任組合 1,250 
24.5
(0.5)

石川県ベンチャー育成投資事業有限責任組合 1,500 18.7

フューチャー四号投資事業有限責任組合 1,150 8.7

フューチャー・ブイビー投資事業有限責任組合 594 2.4

フューチャー五号投資事業有限責任組合 710 25.4

いわてベンチャー育成投資事業有限責任組合 1,000 
10.2
(0.2)

フューチャーエンジェル一号投資事業有限責任組合 84 7.1

ニッポン・ニュー・マーケット―「ヘラクレス」



京都イノベーション育成投資事業有限責任組合 60 8.3

関西を元気にする投資事業有限責任組合 200 5.0

フューチャー六号投資事業有限責任組合 130 15.4

みえ新産業創造投資事業有限責任組合 1,000 15.0

つくばベンチャー企業育成投資事業有限責任組合 500 10.0

アーバン・エフブイシー・ベンチャー育成投資事業有限責任
組合 

1,000 10.0

フューチャー七号投資事業有限責任組合 300 16.7

投資事業有限責任組合えひめベンチャーファンド 2004 500 10.0

ニッセン・フューチャー１号ベンチャー支援ファンド 600 16.7

モック・ＦＶＣ・一号投資事業有限責任組合 400 12.5

投資事業有限責任組合やまとベンチャー企業育成ファンド 500 10.0

滋賀ベンチャー育成ファンド投資事業有限責任組合 1,150 
10.1

（1.4）

神戸ベンチャー育成投資事業有限責任組合 1,120 
7.3
(2.9)

ＦＶＣグロース投資事業有限責任組合 10,000 16.0

チャレンジ山形産業振興投資事業有限責任組合 1,150 8.7

いわてベンチャー育成 2号投資事業有限責任組合 295 
8.8

（5.4）

しずおかベンチャー育成投資事業有限責任組合 210 
12.4

（7.6）

エフ・スリー・エー投資事業組合 110 4.8

エフスリービー投資事業組合 119 0.8

いわてベンチャー育成エンジェル投資事業組合 10 20.0

（注）１ 議決権の所有割合の（）内は、間接所有割合で内数であります。 

（注）２ 当社は業務執行組合員として当該投資事業有限責任組合に出資しております。 



３．異動年月日         平成 18 年９月 30 日 

 

４．決算短信の取り扱いについて 

 

当社で管理運営している投資事業組合を新規に連結の範囲に含めることに伴い、「平成 19 年３月期 中間決

算短信（連結）」を開示いたします。 

「平成 19 年３月期 中間決算短信（連結）」については、当社で管理運営している投資事業組合を子会社と

して連結の範囲に含めることといたしましたために、非連結決算において当社の主要業務となっている投資事

業組合からの管理報酬売上が、連結決算においては売上から除外される等、当該連結決算短信が当社の業務の

内容を正確に表記しにくいものとなっております。 

連結決算短信の開示にともなって、平成 18 年 10 月 19 日に開示いたしました「平成 19 年３月期 中間決算

短信（非連結）」の表題を「平成 19 年３月期 個別中間財務諸表の概要」に変更し、「平成 19 年３月期 中間

決算短信（連結）」の巻末に個別中間財務諸表の概要の 1枚目を添付いたします。 

なお、当該決算短信における個別中間財務諸表の貸借対照表、損益計算書、キャッシュフロー計算書、およ

び株主資本等変動計算書に変更はございません。 

 

５．今後の見通し 

本件により、総資産が 159 億円、売上高が３億円増加し、中間純利益が 16 百万円減少いたしますが、当社

業績（単体）に与える影響はありません。 

 

以上 


